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本研究は ､ イ ンス ル を使用 して い ない 2 型糖尿病患者に対 して ､ 病院外来で ､ 糖尿病

教育 の 専門性 の 高い 看護師が , 看護過程 に沿 っ た ｢ 外来看護相談プ ロ トコ ー

ル｣ に基づい

て , 個別 に継続 して療養相談を行う看護支援 が ､ 従来型の 看護支援 に比 べ て ､ 盛者の 血糖

コ ン トロ ー ル 状況や健康関連 Q o L に どの 程度 の 効果をもたらすか を､ ラ ンダム化臨床研究

によ っ て検 証 した もの で あり , 以下 の結果 を得て い る
o

1 ｡ 研究 の 遂行状況は 良好で あっ たが
､ 認定看護師 によ る療養相談に は ､ 従来型の 看護支

援 に比 べ
､ 血糖コ ン トロ ー

ル上の 有効性は認められなか っ た
｡
しか し

`

こ 研 究を実施 した

施 設環境が都 内の 大学病院 で あり ､ 糖尿病 専門医集団が患者の 継続的なフ ォ ロ ー をす る

とい う水準の高 い治療を提供 して い た こと､ およ び, 研究対象者の 特性 と して ､ 本研究

で はイ ンス リ ンを使用 して い ない塵者 を対 象 と したため に
､
ベ ー

ス ライ ン時点で の血糖

コ ン トロ ー

ルが重症者 に比べ て相対的に良好で あり､ 大 きな改善を認め る こ とが困難で

あ っ た こ となどによ っ て , 介入の 有効性が減弱されて い る可能性がある と考 えられた｡

2 ･ 認定看護師に よ る療養相談が血糖コ ン トロ ー

ル上 の効果 を示す患者 の タイ プの 同定を

試みた結果 ､ 最終学歴によ っ て看護支援によ る H b A I C の変化^
o

タ ー

ンが異なり ､ 大学以

上 の 者 におい て , 認定看護師による療養相談群に Ⅱb A I C の減少傾向が認められた｡ ただ

し ､ これ は探索的な解析の 結果で あり ､ 今後さらに追究する必要がある と考 えられた｡

3 ･ 研究 の遂行状況 は良好で あっ たが , 認定看護師に よる療養相談 に 臥 従来型 の 看護支

援 に比 べ ､ 健康関連 Q o L 上 の有効性は認められなか っ た
｡
しか し､ 対象者の 健康 関連 Q o L

は ベ
ー

ス ライ ン時点から非唐に良好で あり､
こ れ以上 の 改善が望め る状態 で はなか っ た



こ とが ､ 群 間差が生じなか っ た理 由で ある と考 えられた ｡ む しろ こ の 結果 は ､ 従来診療

の 継続 によ っ て も健康関連Q o L を良好に維持しうる こ と ､ さ らに ､ 従来診療 に支援A を

取り入れて も患者 の健康関連 Q o L は損なわれない こ とを示唆 して U l る ｡

4 . 対象者 の 行動変容 と い う点で は ､ 認定看護師による療養相談 は, 従来型の 看護支援に

比 べ ､ 概して有効で ある こ とが示唆された｡ 特に ､ 食事療法 ､ 薬物療法 ､ セ ル フ ケア に

つ い て は ､
｢ 外来看護相談プロ トコ

ー

ル｣ に沿 っ た現行の 方法で , 患者 の行動変容が期待

で きる ｡ 中で も, ｢ 食事摂取量｣ と ｢ 栄養バ ランス｣ に限れ ば､ 行動変容を通 して 1 年以

内に血糖コ ントロ
ー

ル 上の 効果 をもた らしうる ｡ しか し､ 運動療法 の うち ｢ 有酸素運動

の 実施｣ ｢ 家事や通勤な どに よ る身体活動 を増やす行動｣ ｢ 筋力強化 ･ 維持運動｣ につ い

て は ,
｢ 外来看護相談 プロ トコ ー ル｣ に

一 部改善の 余地がある と考 え られ たa

以上 ､ 本論文は ､ 糖尿病看護認定者軍師が , イ ンスリンを使用 して い ない 2 型糖尿病患

者に対 して , 看護過程 に沿 っ た ｢ 外来看護相談 プロ トコ
ー

ル｣ に基づい て実施する病院外

来 で の療養相談 の効果を､ - ラ
~
ンダム化 臨床研究によ っ て検証 した とい う点 で独創的である ｡

さ らに ､ 本論文で の 介入が ､ 患者 の行動変容 に対 して 一 定の 有効性を持つ ことが明らかと

なり ､ よ り効果を上げるため の ｢ 外来看護相談 プロ トコ ー

ル｣ の 改善点 をも示唆して いろ

点で ､ 看護実践上 の 臨床的有用性をも兼ね備 えて おり､ 学位 の授与 に催するもの と考 えら

れる o




